
 
新型コロナウイルス感染症対策にかかる補正予算の編成について 

 

Ⅰ．趣 旨 

 新型コロナウイルス感染症の影響を受ける中小企業等の資金繰りを支援するため、

補正予算を編成。（令和２年５月２７日専決） 

 厳しい経営環境が続く中、県制度融資の利用が大幅に増加し、融資枠に不足が見

込まれることから、現在の融資枠１，０００億円から１，５００億円へ拡充し、

無利子・無保証料の資金により強力に支援。 

 

Ⅱ．補正予算の編成 

１．令和２年度奈良県一般会計補正予算（第２号） 

（１）・歳入歳出予算                       （単位：千円） 

区 分 補 正 額 摘 要 

歳入歳出予算総額 1,172,058 
*補正後予算総額  573,102,945 

（当初予算比 2.2％増） 

財源内訳 
国庫支出金 688,351 

新型コロナウイルス感染症対応 

地方創生臨時交付金 

諸収入 483,707 中小企業基盤整備機構収入 

    

・債務負担行為 

事 項 
補 正 前 補 正 後 

期 間 限 度 額 期 間 限 度 額 

制度融資の 

利子補給 

（令和２年度 

融資分） 

令和３年度から 

令和 22 年度まで 

融資額
132,000,000 千円
を限度とする年
2.175％の範囲内
の金額 

令和３年度から 
令和 22 年度まで 

融資額
182,000,000 千円
を限度とする年
2.175％の範囲内
の金額 

 

（２）補正予算の内容 

 制度融資 融資枠の拡充 １，５００億円（＋５００億円） 

    新型コロナウイルス感染症対応資金 ６００億円 ⇒ ８６５億円 

      経営環境変化・災害対策資金 

   セーフティネット対策資金   ４００億円 ⇒ ６３５億円 

   大規模経済危機等対策資金 

利子補給金     996,872 千円 

保証料補給金     175,186 千円 

 計   1,172,058 千円 

 

［参考］新型コロナウイルス感染症対策関係資金（県制度融資分） 
資 金 貸付限度額 貸付期間 利率 保証料率 

新型コロナウイルス感染症対応資金 3,000 万円 10 年(うち据置 5年) 

0% 

または 

1.9% 

国が全額また

は 1/2 負担 

経営環境変化・災害対策資金 5,000 万円 7 年(うち据置 1年) 

０％ ０％ セーフティネット対策資金 5,000 万円 7 年(うち据置 1年) 

大規模経済危機等対策資金 5,000 万円 10 年(うち据置 2年) 


